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近畿大学農学部紀要投稿規程

1 ．報文の投稿者は、近畿大学農学部教員、大学院生（修了後 3 年以内）、学部学生（卒業後 3 年以

内）とする。ただし、共著者については、本学部の、技術員、研修員、研究員他を含むが、部

外＊の共著者が筆頭者となる報文の投稿については、事前に紀要委員会の承認を得なければなら

ない。また、大学院生、学部学生が投稿する場合には担当教員の承認を必要とする。

2．報文は、投稿者の原著、ノート、総説、総合論文、調査・資料とする。

3．原著は、本規程ならびに原稿作成要領に従って作成されたものでなければならない。

4．報文は、原則 USB メモリーあるいは CD-ROM 入稿とする。

5．報文は、各学科の紀要委員を経て委員長に送付し、紀要委員会のもとに到着した日を受理の日と

する。

6．原稿は、すべて編集会議において掲載の可否を審議する。

7．編集会議において、そのまま掲載できないと判断された場合は、その理由をふして著者に訂正を

求める。この場合は、訂正原稿が委員長のもとに到着した日を受理の日とする。

8．紀要委員会は、編集会議の参考に資するため、投稿原稿の査読を本学部に所属する 2名以上の教

員に依頼する。

9．報文の掲載は、原則として受理の日順とする。ただし、内容による区分等を必要とする場合等を

考慮することがある。その際には、編集会議で掲載順を決定する。

10．報文の著者および共著者は、当該報文の著作権が近畿大学に帰属すること、および掲載された報

文については冊子体以外の媒体でも公開されることを承諾したうえで投稿しなければならない。

＊附属農場、水産研究所は、部内に準じるものとする。

附記 平成17年 7 月改正

附記 平成25年 6 月改正



紀要投稿に関する諸注意

1 ．投稿の締切日は、 9月30日に定める。ただし、日曜日の場合は、翌日10月 1 日とする。

2．投稿するときは、所定様式の投稿カードに必要事項を記入し、USB メモリーあるいは CD-ROM

とその内容を打ち出した原稿とともに学科の紀要委員に提出する。

3．原稿は、図、表、写真、英文 synopsis を含め、すべて 3 部ずつ提出する。ただし、 2 部は複写

したものでも差し支えないが、重要な写真など写しでは不鮮明になる場合は、複写でない方が望

ましい。

4．英文原稿には、和文の表題、和文の姓名、および200字程度の和文要旨を添える。また、和文原

稿には、英文表題、ローマ字表記の姓名、および200字程度の synopsis を添える。

5．英文原稿の場合は、あらかじめ投稿前にネーティブの英文校閲を済ませたものでなければならな

い。未校閲の投稿は受け付ない。

6．字体は、投稿時に必ず指定しておく。

7．校正は、最終校を除き著者がおこなう。原則として、文章または図表の変更や追加をしてはなら

ない。

8．別刷りは、50部まで無料とする。無料部数を超えた場合とカラー図版の費用は、原則として著者

が負担する。また、刷り上り16ページまで無料とする。無料範囲を超えた場合、原則として著者

が負担する。

附記 平成25年 6 月18日改正

電子媒体に関する諸注意

1 ．電子媒体は、USB メモリーあるいは CD-ROM を指す。

2．Microsoft Word Version 2003 以降のソフトウエアを使用する。

3．本文および表

字体（フォント）は、明朝体 (MS 明朝体、細明朝体）とする。

英文の場合は、Times New Roman とする。

本文にイタリック体などの他の字体を用いる場合、Hard copy（書面）論文に下線を引き字体を

指定する。

4．図および写真を用いる場合、Microsoft Power Point または Adobe Photoshop を使用する。

5．電子媒体と Hard copy の表記が一致していることを確認したうえで、提出すること。

附記 平成25年 6 月18日改正

近畿大学農学部紀要委員会
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